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は じめ に

言うまでもなく人間は、言語を媒介として、

他の人 と意思や感情を交流している。言語は、

人間の意思や感情を伝える際の重要なものであ

る。 しかし他人 との交流を想定しない、全 く孤

立 した状況下での個人的な思考を想定した場合

でも、思考自体は基本的には言語によって成立

している。感情は基本的には言語を媒介 とはし

ないで成立することは可能であるが、それを表

現 したり、他人に伝える際には言語という形を

執っている。つまり感情も言語を媒介 させてい

るのである。いかなる場合も、人間には言語が

必要なのである。

複雑な言語を扱うことで、人が人として成 り

立ち、他の哺乳動物の類をみない高度な文化や

文明を発展させてきたわけである。人問社会の

意思の伝達には、パブロフ理論でいう第二(次)

信号系、すなわち言語が、基本的には必須であ

る。音声を伴わない手話であっても言語が基本

にあって、はじめて成立 している。

臨床心理学の世界でも勿論、言語が必要であ

る。しか し、人の心の世界を解明する手段は、

言語のみではない。芸術一般は、音楽や絵画が

そうであるように、言語を必須のものとして成

立 しているわけではない。また例えば行動がそ

うである。何気ないしぐさや、その時生 じた行

為を観察することで、心の中に起こっている事

象を解明することが可能である。行動観察法は、

こうしたことから成立をみているわけである。

心理療法の分野でも、言語が重要な役割を果た

している。特に臨床心理面接は言語を媒介 とし

て成立している。では、心理査定の分野ではど

うだろうか。心理査定法の分野でも基本的には

言語を媒介 として成立しているが全てはそ うで

はない。ただ適性 を見る検査法は、基本的には

「行為(作 業)」 が中心になっている。職業適性

検査法や運転適性検査法等々がそうである。内

田クレペリン加算作業検査法は作業場面の適性

を図る目的で作 られたが、研究を通 じて単に作

業適性だけではなく、その背後にある人の心の

状態や心情、癖や性格 といったことも加算作業

に影響 を与えていることを明らかにしたことで、

心理査定法 としての有用性を立証 して、長 く貴

重な査定技法 として活用された。 日本で開発さ

れた内田クレペ リン加算作業検査法は、現在で

はその活用場面は減少 しているものの、ある作

業の適性や処理能力を単に明 らかにするだけで

なく、既述 したように、人間の情動の動きを的

確に把握する手段としては優れたものがあった。

質問紙法の場合も、言語が必須になっている。

また投映法の分野では、その中心的技法とされ

るロールシャッハ法やTATが 言語を媒介 とし

ていることでも明らかなように、言語反応を中

心としている。臨床場面ではクライエントから

伝 えられる言語反応を解釈することで、テス ト

の解釈がなされ、クライエ ントの表面には表出

されていない心の状態を明らかにする手法であ

る。言語は抽象化が前提 として成立している。
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したがって検査者の教示 は具体性が求め られ

る。そうでないと得 られた言語反応を明確に確

定で きない危険性が発生す る。被験者の回答

も、で きるだけ具体的である必要がある。TA

Tの ように回答が物語、すなわち話の展開があ

る回答の場合は具体的であるが、ロールシャッ

ハ法の場合は、TATの ような長い反応ではな

いことが多いので、得 られた回答を明確化 して、

被験者の回答 として確定する作業が必要になっ

ている。ある視覚刺激に反応することで生 じた

心像が抽象化 して発せ られるもの(言 語的反応

二言語)を 、被験者から検査者が受けとり、被

験者に質問をすることでより具体化 して、それ

を更に抽象化(記 号化)す るのがロールシャッ

ハ法である。 こうした二重の抽象化を通 じて、

被験者に生 じている心像を明らかにし、具象化

することで明確 にされている能力や現実感覚

を、第三者にも分か りやすく把握できるように

なっている。

言語反応によらない投映法は、一般には描画

を中心 とした、いわゆる芸術療法の分野に入る

ものが主になっている。したがって言語を媒介

としないソンディ ・テス ト(衝 動病理診断学)

の手法は、描画などの技法を除くと投映法 とし

ては極めて異例の存在であるといえる。 この論

文では、こうしたソンディ ・テス トの特異なテ

ス ト学的意義を踏まえ、ロールシャッハ法に対

峙して考察する研究であることから、以下の記

載においては一般に使われているソンディ ・テ

ス トではなく、臨床心理査定法のひとつとして

意義づける点からも、ソンディ法と記載するこ

ととした。
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調査 の 目的お よび方 法

この研究では、投映法の代表的な技法であ

る、言語反応を中心にして成立 しているロール

シャッハ法と、基本的に言語反応に依 らないソ

ンディ法とを対応 させてみることで、より深い

解釈の可能性 とソンディ法の臨床面における幅

広い活用の可能性を追求することを目的とした。

こうした分野の研究 について は、Bohm,E

(1953,1966)が ソ ンディ法 とロールシャッハ

法についての関連性 を探 る研究を発表 してお

り、また大塚義孝(1968a,1968b,1974)は 、ロー

ルシャッハ法の特定の指標 とソンディ法の特定

因子に関連があることを明らかにしている。大

塚は、例えばロールシャッハ法における食べ物

反応を多 く示す者は、依存性や口唇愛傾向を意

味するソンディ法のm+因 子を多発 しやすいこ

とを明らかにしている。

今回の研究 では、非行少年を対象 にロール

シャッハ法 とその直後にソンディ法 を実施 し

て、それぞれの反応を比較検討した。なおロー

ルシャッハ法については、すべての図版(第1

図版か ら第10図 版)を対象 とすると反応が多 く、

内容 も多岐にわたる可能性があ り、本論で問題

としている言語反応 と選択による因子反応の比

較 という焦点が分散する危険性もあるので、 こ

の研究では、ロールシャッハ法の第1図 版のみ

と1回 法によるソンディ法 とを比較対照 した。

なお検査実施については、ロールシャッハ法は

正規の方法で、第1図 版から第10図 版まで実施

している。ソンディ法は3回 から10回の複数回

数を実施 しているが、今回直接的な比較 とした

のは、ロールシャッハ法実施直前に実施 したソ

ンディ法1回 を対象 として比較研究 している。
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調査 の実際

事例1:男 子18歳(知 能 普通)

ロールシ ャッハ法(第1図 版)片 口式 〈 〉:質 問吟味段階 での反応

7"A 何 か な あ ・ ・身 体 の … 人 間 の 骨 ・ ・肋 骨 み た い

〈肋 骨 み た い。 組 み方 が ・ ・〉 drF十AtBone

八V(図 版 回転)

45"A何 か の 虫 … あ と分 か ら ん

(d3+d5

1'00"Vか ぶ と

1'45" (終了)

ツ ノと頭のてっぺん〉

〈こ こ出 と る し ・ ・かぶ る兜 〉

dF±Ad

WSF±Crown

ロール シャッハ法直前に施行 した事例1の ソ ンデ ィ法反応

衝 動 S P Sch C

因 子 h S e hy k p d m

前景像VGP 0 一 ± 一 一 十 0 十

理論的補償像ThKP ± 十 0 十 十 一 ± 一

実験的補償像EKP ± ± φ
一 十 一F一 一n

φ

事例1の テス ト反応の考察

ロールシャッハ法では、かなり強い不安感が

認められている。全体反応を避けて、小さな部

分に固執し、最初の第1反 応は特殊区分反応部

分に出現している。その挙句に無気力な反応を

招いている。「人間の骨」 という内面に強い不

安や恐怖感があることを示す反応である。現実

適応状態が極めて不良であることを反映してい

る。続いて 「虫」という自我の萎縮した、気力

の乏 しい内容を示 している。著しい気力の低下

と同時に、精神的退行も意味していると考えら

れる反応である。そ してやっと全体反応が出せ

た時には、「兜」 という防衛的な反応 を出して

いる。強い不安や動揺 と自我防衛の硬 さ、それ

も 「兜」という攻撃性を内在させた自己隠蔽 ・

防衛が示されているのが特徴である。

これらロールシャッハ法から理解できることは、

①内面には強い不安や恐怖感があ り、心情の安

定も乏 しい

②気力の乏 しい、精神的な疲労感や無気力感が

見られる

③一方対人場面では、攻撃性を秘めた硬い防衛

的構えを示 している

といったことが示されている。

ソンディ法では、次の3点 が特徴的な反応 と

して出現 している。

①心気症的傾向(P+一 ・Sch‐+:VGP)

②消極的で活動性の低下や意欲の低下、男性性

の欠如(SO-、S± ±:EKP)

③固執 ・執着 ・融通性のなさ、男性性の強い抑

圧(d-11:EKP)

こうした特徴を中心に解釈すると、強い男性
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性が発揮できず、自信に欠け、不活発で、心情

面の不安定傾向がみられる。感情をあるがまま

の ものを出す ことができないためにもどか しさ

やい らい らした気分にとらわれやす く、不安な

心情が生 じている。その結果、自己隠ぺい的 ・

防衛的で、内に篭 りやすい状態になっている。

また柔軟に周囲に適応できにくく、融通が利か

ないでいる。社会性の乏 しさが認め られる反応

となっている。

またロール シャッハ法に よるテス ト方式で

は、記号化はできないが、被験者が一番最初に

発 した言葉である、「何かなあ ・・」という言

葉は、穏やかではあるが、力や活気のない状態

を示 してお り、 ソンディ法ではSベ クターの低

下、つまりこの事例に即していえば、直前に施

行 したソンディ法の対応す る反応で は、SO一

やS± ±EKPが 対応 している。

上記のようにロールシャッハ法 とソンディ法

には、事例解釈の上で共通した要素があること

が明らかである。

事例1で 出現したロールシャッハ法における

言語反応とソンディ法における因子反応で、解

釈上対応すると考えられる点を対比的に整理し

てみると、以下のようになる。

事例1の ロール シャ ッハ法 とソンデ ィ法の対比的要約表

ロールシ ャッハ法による ロールシャ ッハ法 の ソンデ ィ法による

言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味

何 か な あ ・ ・身 体 の … 人 間 強 い不 安、強 い恐怖 感情、心 気 P± ‐ ・Sch‐ 十

の 骨 ・・肋 骨 みた い く肋 骨 みた い。 状態、強 い不 安 を抑制 しよ うと (罪業 ・刑罰 不 安、神 経症 状 態、心 気 妄

組 み方 が ・ ・>drF+At する傾向 想傾向、体 感異常、内面の不安 を抑 制 し

よ うと緊張す る)

何 かの虫 … あ と分か らん 活動 エネル ギーの低下、 SO-・S± ±EKP・CO十!

〈d3十d5ツ ノ と頭 の て っ ぺ ん〉 無 気力 状態、疲 労 感、精 神的 退 (不活発、 意欲 低下、無 気 力、消 極 的、

dF±Ad 行状態、意欲 のなさ 状況依存傾向)

かぶ と 自我防衛、攻撃性の抑圧、 hy-(EKPも 同 じ)・d-II

〈こ こ 出 とる し ・ ・か ぶ る兜 〉 硬 い構 え (自己隠ぺ い、柔軟性 の欠如)

WSF±Crown 自己保全への独善的な構え Sch十 十EKP

強い男性性の憧憬 (自己中心的で独善的な硬 い構 え)

保守的で蒼古的傾向 d-n(強 い男性性の抑圧)

CO十!・d‐!!

(古い対象への固着 と依存)

注:EKPと あるの はEKPで の反応
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事例2男 子18歳(事 知能 普通上)

ロールシ ャッハ法(第1図 版)片 口式 〈 〉:質 問吟味段 階での反応

な ん だ こ り ゃ!

10"Aか ぼ ち ゃ!・ ・

〈半 分 に切 っ た と こ で、 ここが(S)種 の ところ〉

15"V土 偶 ・ ・〈顔 、 手 、 足 、 こ れが(S)目 だ と思 う〉

そ ん な と こ ・ ・ … しか し、 ま あ ・ ・ …

40"V冠 み た い ・ ・〈形 が似 てい る。 抜 け て い る とこ ろ が(S)、

冠 に あ る とこ ろ と そ っ くり〉

あ と な い …50"(終 了)

WSF±PI

Food

WSF±(H)

Antiquity

WSF±Crown

ロール シャ ッハ法直前に施行 した事例2の ソンデ ィ法反応

衝 動 S P Sch C

因 子 h S e hy k p d m

前景像VGP 十 0 十 一 一 十 一 十

理論的補償像ThKP 一 ± 一 十 十 一 0 一

実験的補償像EKP 一 十! 0 φ ± 十 ± 0

事例2の テス ト反応の考察

ロール シャッハ法 では第1反 応で、「かぼ

ちゃ」といった食べることが可能な植物反応、

つまり食物反応が出現している。ロールシャッ

ハ法で食物反応が多発することと、ソンディ法

で口唇愛傾向や依存欲求を意味するm+因 子、

もしくはm+!反 応などと関連性が高いことは

大塚(1974)が 明らかにしてお り、依存的傾向

が認められる。

また第2反 応の 「土偶」については、蒼古的

で退行した要素を示してお り、古い原初的なも

のへ執着 ・依存する保守的傾向と、状況に不適

応感を伴った不安と被害念慮の存在を意味して

いると考えられる。

そして第3反 応で 「冠」が出現している。こ

れは事例1に 出現した 「兜」という防衛的と軌

を一にする反応が見 られるが、「兜」に較べる

と攻撃性が強く内在 されたものではなく、むし

ろ権威や自我拡大的な顕示性を周囲に示すこと

で、自分を強く大 きく見せて、 自我防衛を図ろ

うとする内容 となっている。 しかし内面には強

い不安や動揺が存在することが、すべての反応

にS(空 白部分反応)を 伴っている出現 してい

ることで明らかである。つまり 「虚勢を張って

いる」状態にあることが理解される。

つまりこれらロールシャッハ法の結果が意味

するところは、

①依存的な構えがあり、積極的な態度に欠けた

古い心情や対象に執着する傾向がある

②虚勢を張りやすい要素があるが、内面には不

安や動揺が生 じやすい傾向がある

③内面の不適応感を伴 う不安や被害感情を防衛
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して、 対 人場 面 で は 虚勢 的 な行 動 や 、 強 い 自

己顕 示 的 な構 え を示 しや す い傾 向 が あ る

とい っ た こ と を意 味 して い る。

一 方 ソ ンデ ィ法 で は
、

① 小 心 で 、傷 つ きや す い心 気 症 的傾 向 が あ る(P

+‐ ・Sch‐+)o

② 幼 稚 で 退行 しや す い 、 甘 え っ子 な 要 素 もあ る

が 、 同 時 に 感 情 混 乱 が 生 じや す く、周 囲へ の

不 平 や 不 満 も秘 め られ て 、 内在 した 攻 撃性 も

持 っ て い る(SO+・m+、eO・S-+!

EKP,hy‐!)o

③ 心情 は 不 安 定 で 、 い らい ら しや す く、 不 安 ・

緊張 な ど動 揺 しやす い 傾 向が 認 め られ る(eO・

Sch±+・C-1一 一〇EKP)o

な どが 認 め られ て い る。

またロールシャッハ法によるテスト解釈方式で

は記号化できないが、被験者が第一番に図版を

見て発 した言葉、すなわち 「なんだこりゃ1・ ・」

という子 どもっぽい歓声に似た、活力や心の躍

動を反映 していると考えられる言葉は、ロール

シャッハ法の直前に施行したソンディ法で表現

すれば、S+0(幼 稚 さ)、s+!(積 極性、活気 ・

攻撃性)、m+(依 存 ・情愛欲求)と して理解

することができる。

以上のような点を要約 して、事例2で 出現 し

たロール シャッハ法 における言語反応 とソン

ディ法における因子反応で、解釈上対応すると

考えられる点を事例1に 倣って対比的に整理 し

てみると、以下のようになる。

事例2の ロール シャッハ法 とソ ンデ ィ法の対比的要約表

ロール シ ャッハ 法による ロール シャッハ法の ソンデ ィ法による

言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味

か ぼ ち ゃ!・ ・ 口唇愛傾向、依存欲 求。 m十

〈半 分 に 切 った と こ で、 こ こが (依存、甘 え、口唇 愛欲求)

(S)種 の ところ>WSF±PI

Food

土 偶 ・ ・〈顔 、手、足 、こ れ が(S) 精神的退行、幼稚 さ。 m十 ・S十 〇 ・C±OEKP・Sch-一 ・

目だと思 う>WSF±(H) 古 い対象への依存心や執着傾向。 Sch± 十EKP

Antiquity 生 き生 き と した人間 への関心 の (依存 、甘 え、幼 稚、退 行、内 的 不 安 と

乏 しさ。抑圧 された不安や緊張。 緊張、消極 的態度、一時的激 情 と現 実適

逃避。 応への努力)

冠 み た い ・ ・ 〈形 が似 て い る。 抜 権威的構 え。権威への憧 れ。 p十(VGP・EKP共 に)・hy-!

け て い る と こ ろ が(S)、 冠 に あ 虚勢、 自我防衛的傾向 (自我拡大的構 え、 自己隠ぺい)

る とこ ろ とそ っ く り〉

WSF±Crown

注:EKPと あるのはEKPで の反応
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事例3女 子19歳(知 能:普 通下)

ロール シャッハ法(第1図 版)片 口式 〈 〉:質 問吟味段 階での反応

14"A蝶 ちょ

〈全体だ よ。 目とか尻 尾。 白いの は(S)模 様 だと思 う し、蝶 ちょの柄。

向 こうか ら来るの を見てる。大 空に羽ばたいている弱 っちい蝶 ちょ>

WSFM±FKAP

30"<兎 と兎が戯れている

〈顔、耳、脚。遊 んでいるよ うな … 真ん中は、何 でもない>WFM±A

もうないよ55"

ロールシャ ッハ法直前 に施行 した事例3の ソンデ ィ法反応

衝 動 S P Sch C

因 子 h S e Hy k P d m

前景像VGP 十 ± 0 一 一 0 一 十

理 論的補償像 丁hKP 一 0 ± 十 一F一 ± 十 一

実験的補償像EKP 一
φ 十 十 一 一 一 0

事例3の テス ト解説

ロールシャッハ法では、第1反 応に「蝶ちょ」

というポピュラー反応を出している。 しか しそ

の内容は、「大空に羽ばたいている弱っちい蝶

ちょ」 と反応 している。広い大空という自由な

空間であるが、自由に羽ばた く楽しさと、ただ

一匹の蝶が羽 ばたいているとい う不安 な感 じ

と、「弱っちい蝶 ちょ」といった弱小感を反映

させている反応 となっている。家庭か ら遠 く離

れた大都会での、 自由を求めて生きる中に楽 し

さと共に言い知れぬ不安で、寂 りょう感を漂わ

せた、この事例の現在の当てのない心情を投影

していると考えられる反応である。

また第2反 応では、「兎 と兎が戯れている」

といった幼稚さを含んだ子 どもっぽい反応の中

に、人問的な温かさを求め、幼児期への憧憬 も

含んだ反応 となっている。

つ まりこれらのロールシャッハ法の結果が意

味するところは、

①何 ものにも束縛されない自由な世界 を求める

心境

②しかし周囲から孤立 した不安な心情があり、

自信が持てずに絶えず不安定である

③幼稚で子どもっぽいところがあ り、快楽追求

的な状況にいる

といったことが分かる。

またソンディ法では、

①小心、気弱で傷つ きやすいところがあ り、自

信が持てず、心気症的な傾向がみ られる(PO

‐ ・Sch‐0)

②幼稚さがみられ、甘え子で、依存的欲求が強

い(C-+!、h+、P++EKP)

③劣等意識が根底にあり、普段は目立たないお

となしいところがあるが、些細なことで緊張

したり動揺しやすく、情緒的安定に乏しい要

素がある(PO-、Sch‐0、Sch--EKP、

7
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S+±)

といったところが認められる。

以上のような点を要約 して、事例3で 出現 し

たロール シャッハ法 における言語反応 とソン

ディ法における因子反応で、解釈上対応すると

考えられる点を対比的に整理してみると、以下

のようになる。

事例3の ロール シャッハ法 とソンデ ィ法の対比的要約表

ロールシ ャッハ法によ る ロール シャッハ法の ソンデ ィ法による

言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味

蝶ち ょ 幼稚 さ、子 どもっぽ さ m+!・C-0(依 存 ・甘 え)

〈全体 だよ。 目とか尻尾。 白いの 自由 な気楽 さを求 め る心情 と、孤立 PO-・Sch-0(小 心 ・心 気 傾 向)

は(S)模 様 だ と思 うし、蝶ち ょ 状況 や孤独感 が示 されている。 h-EKP・S-f-±

の柄 。向 こ うか ら来 るの を見 て 弱小感、空虚感 (孤立 と心的動揺 、不 安傾 向)

る。大 空 に羽 ばた い てい る弱 っ 不安感 や寂 しさ Sch-0・Sch--EKP(抑 制 ・防 衛)

ちい蝶 ちょ〉 ポ ピュラーな多発反応 S十 ±(情 緒 の動揺 が表面化)

WSFM±FKAP m十!(孤 立す ることへの強い不安)

兎 と兎 が戯 れている 幼稚 さ、子 どもっぽさ C-十!・C-OEKP

〈顔 、 耳 、 脚 。 遊 ん で い る よ う 快楽追求的 (情愛欲 求 ・依存欲 求)

な … 真 ん 中 は、 何 で も な い〉

WFM±A

注:EKPと あるのはEKPで の反応

事例4男 子15歳(知 能 普通)

ロ ー ル シ ャッハ 法(第1図 版) 片 口式 〈 〉:質 問吟味段階 での反応

13"n 化 け物 く見った くない! 顔 みたいな感 じ。薄気味悪 い、色 が。動物の化 け物>

WSFC'±(Ad)

59"<

1'15"

島みたいな崖。海 にある じゃん!水 に影 が映っている

〈水 か ら顔 を出 している島。影 が水 に映 っている。下の ほ うが少 しボケ ているから

映っている と思 った。風景 は好 き。 この先 っぼか ら飛 び降 りて死 んだりす る>

WFK十Lds

(終了)

ロール シャッハ法直前 に施行 した事例4の ソ ンデ ィ法反応

衝 動 S P Sch C

因 子 h S e hy k p d m

前景像VGP 0 0 ± ± 一 一1一 一 冖

理論的補償像ThKP ± ± 0 0 十 一 十 一F一

実験的補償像EKP ± 一 十 φ 十 一1一 _i 十

8
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事例4の テス ト解説

ロールシャッハ法の第一反応では、早い段階

で 「動物の化け物の顔」 という情緒面の強い不

安 と感情的混乱が出現 している。 しか しやがて

「水に映る島」 という比較的穏やかな、距離感

のある反応 を示すことで不安を減少 しようと

図っているように思われる。だがそれは質問段

階で、自殺を連想 させる情景 となってお り、結

果的には内面の不安が露出するなど、うまく成

功しているとは言い難い状況にある。

つまりこれらのロールシャッハ法の結果が意

味するところを要約すると、

①強い不安があり、その結果、感情的な混乱が

生 じやすい傾向がある

②活動力の減少やエネルギーの低下がみられ、

自殺企図の危険性を示唆している

といったことが分かる。

またソンディ法では、

①エネルギーの低下が見 られ、無気力 ・消極的

態度があ り、現実から遊離 した逃避的状態に

ある(SOO、C-一 、S±-EKP)

②衝動的で、いらいらした気分に支配 されてお
ノ

り、感情的混乱が生じやすい(P± ±)

といった傾向が示 されている。

以上のような点を要約 して、事例3で 出現 し

たロールシャッハ法における言語反応 とソ ン

ディ法における因子反応で、解釈上対応すると

考えられる点を対比的に整理 してみると、以下

のようになる。

事例4の ロール シャッハ法 とソンデ ィ法の対比的要約表

ロール シャッハ法 によ る ロールシ ャッハ法の ソ ンデ ィ法 による

言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味

化け物 強い不安、感情的混乱、焦燥感 P± ±(感 情 的爆発 の危険性、 不安 を

〈見 っ た くな い!顔 み た い な感 じ。 生 じている恐怖 心 を回避 しよう は らんだ強迫傾向 と緊張状態)

薄気味悪 い、色 が。動物の化 け物〉 と緊張 して いる C-一(現 実か らの逃避 ・現実回避)

WSFC'±(Ad)

島 みたいな崖。海 にある じゃん!水 エネル ギーの低下 SOO・S±-EKP

に影 が映 っている 活動力や意欲の低下 (エネル ギーの低 下、消 極 的態 度、気

〈水 か ら顔 を出 している島。影が水に 現実逃避的 力や意欲低下)
映 ってい る。下 の ほうが少 しボ ケ て 自殺企図の危険性 C-一(現 実逃避、 目標 喪失)

いる か ら映 ってい ると思った。風 景

は好 き。 この先 っぼ か ら飛 び降 りて

死 んだ りする>WFK十Lds

注:EKPと あるのはEKPで の反応

9
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事例5男 子19歳(知 能 普通下)

ロール シャッハ法(第1図 版)片 口式 〈 〉:質 問吟味段階での反応[]検 査者 の言葉

5"A これは蝶 です。

〈全体 が蝶 に見 えた。羽 をバ タバ タ してい る。飛んでいる感 じが した>

WFM±AP

18"A蟹 に見 えます。

〈この部分(d1)が 蟹 に見 えた。他 はまった く関係 ない。蟹の角の先 に見 えた。

角 を立 てた感 じ。角 を立て た状態で ある。部分的にそ こだけが見えた。>

dF十Ad

それだけです。[よ く見て ください]

56"Aこ うも り。

〈全体 とい うこ とではないが、羽 と目の部分 が特 にこうもりに見 えた。

夜 行性 の動物 に見 えた。 夕方 から夜 にかけて飛び回 る。羽が似 てい る。>

WF±AP'

それだ けです。1'4"

ロール シャッハ法直前 に施行 した事例5の ソンデ ィ法反応

衝 動 S P Sch C

因 子 h S e hy k p d m

前 景 像VGP 十 一 一 一 0 ± 十 一

理論的補償像ThKP 一 十 ± 十 ± 0 一 十

実験的補償像EKP φ 十 一 ± ± 0 ± 一

事例5の テス ト解説

ロールシャッハ法 では、図版を見 た直後 に

「蝶」 という平凡反応を示している。そして反

応吟味段階では、「羽をばたばた して、飛んで

いる蝶」という運動を伴う反応を示しており、

運動能力の高い心的状態が伺われる。その後、

部分的な先端の形態だけから 「蟹の角」という

繊細で過敏さを秘めた攻撃的反応を示し、その

直後に反応を止めて図版を検査者に返そうとし

ている。すばやい防衛行動と解釈される。それ

を検査者から止め られて、もっとよく見るよう

に指示され、開始か ら56秒経過した時点で 「こ

うもり」といった、多発 しやすい平凡反応 を示

している。しかしこの 「こうもり」に対する説

明は詳細にわたってお り、あまり一般には指摘

のない 「目」 という微細な部分に着目している

し、加えて 「夕方か ら夜にかけて飛び回る、夜

行性のこうもり」 という、主に夜間に行動 し、胃

夜間に活動する動物の反応を得ている。つまり

一般の動物 とは逆の生活形態を持つ動物の運動

反応 を示 している点に注 目させ られる。 この事

例では、まさしく 「夕方から夜間」にかけて連

続的に問題行動を重ねていた状況があり、この

反応 こそ事例の自我像的反応ではないかと考え

られるものである。 しかもこの反応が、第一反

応ではなく、第三番 目の、しかも検査者 に促さ

れてからやっと出現している点も特徴的である

と言える。

つまりこれらロールシャッハ法の結果が意味

するところを要約すると、

ユ0
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①すばや くて、高い活動性 を持っている。

②多少、現実回避的で自己隠蔽的傾向が認めら

れる。

③被害感があ り、そのため時には攻撃的な構え

を示すこともある。

といったことが分かる。

またソンディ法では、h+11と いった個人的

情愛欲求の強い反応が出ているが、m因 子では

前景像、背景像共にm一 といった母性 的情愛

を拒絶する矛盾 した反応であるなどの特徴が認

め られる。また前景像 はSchO± といった女性

的自我であるのに対し、背景像では前景像 とは

逆のSch±0と いった男性 的自我を示すなど、

統一性を欠 く反応を示しているところに特徴が

ある。また背景像 ではhy± ・k± という過度

に抑制的傾向を意味する反応があ り、結果的に

は抑制を欠きやすい行動傾向の存在が示唆され

る反応であるが、前景像ではP-一 といった感

情表出を抑制する防衛的 ・閉鎖的反応が示 され

ているなど、矛盾や対立的傾向を示す結果が得

られている。これ らソンディ法を要約すると、

①1青愛葛 藤が み られ る(h+1!、m-VGP・

EKP)

②前景像では孤立感か ら受容を求める女性的自

我像(SchO±)が 認められるが、背景像で

周囲から離反 し、自立する主体的、積極的な

男性的自我像(Sch±0)が 示されている。

③背景像ではs+と いった積極性や攻撃性を意

味す る反応が あ り、またhy± ・k± といっ

た過度に抑制的になろうとしている反応があ

るなどしており、心的安定を欠きやすい要素

があることが理解される

というソンディ法結果が示されている。

以上のような点をまとめて、事例5で 出現し

たロールシャッハ法 における言語反応 とソン

ディ法における因子反応か ら、解釈上対応する

と考えられる点を対比 してみると以下のように

なる。

事例5の ロール シャッハ法 とソンデ ィ法の対 比的要約表

ロール シャッハ法 によ る ロールシ ャッハ法の ソンデ ィ法 による

言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味

これは蝶 です 活動的、積極 的 s+EKP(活 動的 ・積極的傾 向)

〈全体 が蝶 に見 えた。羽 をバ タバ タ し 平凡反応に逃げる防衛的要素 P-一

ている。飛 んでいる感 じが した〉 (内面 の不安を抑制 した防衛的構 え)

WFM±AP

蟹 に見 えます 攻撃性 s+EKP(活 動的 ・積極的傾 向)

〈この部分(d1)が 蟹 に見 えた。他 過敏 さ、繊細 さ、傷つ きやす さ P‐ ‐,SchO± ・Sch±OEKP

は まった く関係 ない。蟹 の角 の先 に 内面 に抑圧 され た不安 (感情 の抑圧 に よって内的 パニ ック

見 えた。角 を立 てた感 じ。角 を立 て 動揺の生 じやす さ が生 じてお り、 自我 は依 存 と自立

た状 態 であ る。部分 的に そこだ けが 不 自然 な自己中心的 ・独善的判断 で混 乱 を招 き不 安の高 まりや すい

見えた>dF:FAd 状 態)

hy± ・k±(過 度 に 抑圧 しよ う と し

て、抑制 を欠 くことがある)

こ うも り 過敏 さ、繊細 さ m-VGP・EKP(現 実 遊 離 構 え、

〈全体 とい うこ とではないが、羽 と目 隠蔽 された高 い活動性 ・敏捷性 精神的不安定傾向)
の部分 が特 にこ うもりに見 えた。夜 現実逃避的傾向 C十 一(現 実か ら孤立 した抑 うっ)

行性 の動物 に見 えた。 夕方 か ら夜 に 抑 うつ傾向 s+EKP、P-一(内 面 の 不 安 を隠

か けて飛 び回る。羽が似 ている。〉 精神的安定を欠きやすい要素 蔽 して攻 撃的 ・活 動的 状況 に逃 避

WF±AP' 防衛的構え しよ うとしている防衛的構 え)

注:EKPと 記 載が あるの はEKPで の反応 で ある。 記載が ない場 合やVGPと 記載 がある もの は、VGPで の反応 である。
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考 察 の因子反応 とロールシャッハ法の言語反応を比

事例1か ら事例5ま での5事 例のソンディ法 較をして一覧表にまとめると以下のようになる。

各事例をまとめて一覧にしたロールシャッハ法(第1図 版反応)と ソンディ法の対比的要約表

ロールシ ャッハ法 によ る ロールシャ ッハ法の ソンデ ィ法 による

言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味

何 かな あ ・・身 体 の … 人 間 の 骨 ・・ 強い不安、強 い恐怖 感情、心気状 P± ‐ ・Sch‐ 十

肋 骨 み たい く肋 骨 み た い。組 み 方 態、強い不安 を抑制 しよ うとする (罪業 ・刑 罰不 安、神経 症状 態、心

カご・ ・>drF:FAt 傾向 気 妄想 傾 向、体感 異 常、内 面 の不

安 を抑制 しようと緊張す る)

何 かの虫 … あと分 からん 活動 エネルギーの低下、 SO-・S± ±EKP・CO十!

〈d3十d5ツ ノ と頭 の て っ ぺ ん〉 無気力状態、疲 労感、精 神的退行 (不活 発、意欲低 下、無気 力、消極

dF±Ad 状態、意欲 のな さ 的、状況依存傾向)

かぶ と 自我 防衛 、攻 撃性 の抑圧、 hy-(EKPも 同 じ)・d-II

〈こ こ出 と る し ・ ・かぶ る兜 〉 硬 い構 え (自己隠ぺ い、柔軟性の欠如)

WSF±Crown 自己保全への独善的な構え Sch++EKP(自 己 中心 的 で独 善

強い男性性の憧憬 的 な硬 い構 え)

保守的で蒼古的傾向 d-!!(強 い男性性の抑圧)

CO+!・d-!!(古 い対 象 へ の 固 着

と依存、保守的傾向)

か ぼ ち ゃ!・ ・ 口唇 愛傾 向、依存欲求。 m十

〈半分 に切 ったとこで、 ここが(S) (依存、甘 え、口唇愛欲求)

種の ところ>WSF±Pl

Food

土 偶 ・ ・〈顔 、 手 、 足 、 これ が(S) 精神 的退 行、幼稚 さ。 m十 ・S十 〇 ・C±OEKP・Sch-一 ・

目だと思 う>WSF±(H) 古い対象への依存心 や執着傾 向。 Sch± 十EKP

Antiquity 生き生きとした人間への関心 の乏 し (依 存 、 甘 え、 幼 稚 、退 行 、 内 的 不

さ。抑圧 された不安や緊張。逃避。 安 と緊 張、消 極 的態 度、一 時 的激

情 と現実適応 への努力)

冠 み たい ・ ・〈形 が 似 て い る。 抜 け て 権威 的構 え。権威 への憧 れ。 p十(VGP・EKP共 に)、hy-!

い る と こ ろ が(S)、 冠 に あ る と こ ろ 虚 勢、 自我防衛 的傾 向 (自我拡大的構 え、 自己隠ぺ い)

とそっ くり>WSF±Crown

蝶 ちょ 幼稚 さ、子 どもっぽ さ m+!・C-0(依 存 ・甘 え)

〈全体 だよ。目 とか尻尾。白いのは(S) 自由 な気楽 さを求 める心情 と、孤 PO-・Sch-0(小 心 ・心 気 傾 向)

模様 だ と思 う し、蝶 ちょの柄。 向 こ 立状況や孤独 感が示 されている。 h-EKP・S十 ±

うか ら来 るの を見 て る。大空 に羽 ば 弱小感、空虚 感 (孤立 と心的動揺、不安傾向)

たいてい る弱 っちい蝶 ちょ〉 不安感や寂 しさ Sch-0・Sch--EKP(抑 制 ・防 衛)

WSFM±FKAP ポ ピュラーな多発 反応 S+±(情 緒の動揺が表面化)

m+!(孤 立 することへの強 い不安)

兎 と兎が戯れ ている 幼稚 さ、子 どもっぽ さ C--1-!・C-OEKP

〈顔 、耳 、脚 。遊 ん で い る よ う な … 快楽追求的 (情愛欲求 ・依存欲求)

真ん中 は、何 でもない〉

WFM±A

化け物 強い不安、感情的混乱、焦燥感 P± ±(感 情的爆発の危険性 、不安

〈見 っ た く な い!顔 み た い な 感 じ。 生 じている恐怖 心 を回避 しよ うと をは らんだ強迫傾 向 と緊張状 態)

薄気味悪 い、色が。動物の化 け物〉 緊張 してい る C-一(現 実か らの逃避 ・現実 回避)

WSFC'±(Ad)
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ソ ンディ法 の因子反応 とロールシャ ッハ法 の言語反応 の関連性 について の一考察

ロール シャ ッハ法 による ロール シャ ッハ法の ソンディ法による

言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味

島みたい な崖。海 にある じゃん!水 エネル ギーの低下 SOO・S±-EKP

に影 が映っている 活動力や意欲の低下 (エネル ギーの低下、消極 的 態度、

〈水 か ら顔 を出 している島。影 が水 に 現実逃避的 気力や意欲低下)
映ってい る。下 の ほ うが少 しボケ て 自殺企図の危険性 C-一(現 実逃避、 目標 喪失)

い るか ら映ってい る と思 った。風景

は好 き。 この先 っぼ か ら飛 び降 りて

死んだ りする〉

WFK十Lds

以上のように、5事 例を用いてソンディ法 と

ロールシャッハ法の反応の比較検討を行った。

ソンディ法は言語ではなく因子記号としてその

内面の衝動(Trieb)が 表出され、ロールシャッ

ハ法は被験者の言語による表現を記号に変換 し

て解釈 し、時には数量化 したり、また出現をみ

た言語をそのまま解釈 したりしながら、いずれ

も被験者の内面に抑圧されている心情を探る投

映法心理査定技法である。因子記号と言語反応

の基本的な違いはあるが、これら5事 例に両者

に共通 しているのは、内面の不安や無気力な心

情のみならず、空虚感や弱小感が示され、また

そうした感情的混乱を避けようとする防衛的な

構えなどが多 く共通 して出現している。いずれ

も不安が高まる状況にあった少年であったこと

が反映されていると考えられる。

しかしそうした状況を超越して判断しても、

ロールシャッハ法言語とソンディ法因子には、

互いが互いの解釈を深めてゆく要素が豊富に存

在していることが明らかとなっている。例 えば

大塚の研究 によって明 らかにされたように、

ロール シャッハ法の 「Food反 応」はソ ンディ

法では 「m+因 子」と関連性があ り、心的意味

としては依存や甘えなどの口唇愛欲求の表出で

あることや、今回の調査で明らかになったよう

にロールシャッハ法の「FM± 反応」もソンディ

法では 「m+因 子」反応の依存欲求であ り、か

つ 「Sch-0・Sch‐ 一因子」反応 といった比

較的良好な自己抑制や防衛反応であ り、周囲へ

の依存 という背景には、単に依存 ・甘えといっ

た単純な意味だけではなく、防衛的心情からの

自己抑制といった意味を含 まれていることが明

確になっている。

今後更にこうした調査結果を精査 して、詳細

な検討報告をしたいと考えている。

なお本論文は、奥野 ・上芝(1976)の 研究を

基礎に加筆し、新たな資料を加えて、まとめた

ものである。

Keyword:ロ ー ル シ ャ ッハ 法 、

応 の 関 連

ソ ンデ ィ法 、 反
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